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【公開日】平成19年11月29日(2007.11.29)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月6日(2010.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可聴周波数帯の信号波を生成する信号源から出力される信号波によりキャリア波を変調
し、該変調波により超音波トランスデューサを駆動する超音波スピーカの出力制御方法に
おいて、
　前記超音波トランスデューサの音波放射軸と、聴者が正面を向く方向を示す軸とのなす
角度に応じ、前記可聴周波数帯の信号波に信号処理を行うことを特徴とする超音波スピー
カの出力制御方法。
【請求項２】
　ある任意の基準とする方向を示す軸と、前記聴者が正面を向く方向を示す軸とのなす角
度を計測する角度計測手段をさらに備え、
　前記角度計測手段の計測結果に基づき前記信号処理を行うことを特徴とする請求項１に
記載の超音波スピーカの出力制御方法。
【請求項３】
　前記音波放射軸の方向を任意に変更する音波放射軸方向変更手段と、
前記超音波トランスデューサに対する前記聴者の位置を計測する位置計測手段と、をさら
に有し、
　前記位置計測手段の計測結果に基づいて、前記音波放射軸が前記聴者と交わるように前
記音波放射軸方向変更手段が前記波放射軸の方向を調整するとともに、前記角度計測手段
の計測結果と前記位置計測手段の計測結果とに基づいて信号処理を行うことを特徴とする
請求項２に記載の超音波スピーカの出力制御方法。
【請求項４】
　前記音波放射軸と、前記聴者が正面を向く方向を示す軸とのなすそれぞれの角度におい
て、前記超音波スピーカから自己的に復調される前記可聴周波数帯域の信号音の周波数特
性がフラットになるように、前記信号処理を行うことを特徴とする請求項１乃至３のいず
れかに記載の超音波スピーカの出力制御方法。
【請求項５】
　前記超音波スピーカから自己的に復調される前記可聴周波数帯域の信号音の周波数特性
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が、前記超音波トランスデューサの音波放射軸と前記聴者が正面を向く方向を示す軸との
なす角度に応じた周波数以上の帯域でフラットになるように、前記信号処理を行うことを
特徴とする請求項４に記載の超音波スピーカの出力制御方法。
【請求項６】
　可聴周波数帯の信号波を生成する信号源と、前記信号波に対して信号処理を行う信号処
理部と、前記信号波の振幅を調整する信号波振幅調整回路と、超音波周波数帯のキャリア
波を生成し、出力するキャリア波発振源と、前記キャリア波を前記信号源から出力される
可聴周波数帯の信号波により変調する変調回路と、前記変調回路で発生させた変調波の振
幅を調整する変調波振幅調整回路と、前記変調波振幅調整回路で振幅を調整した変調波に
より駆動される超音波トランスデューサとを有する超音波スピーカシステムであって、
　ある任意の基準とする方向を示す軸と、聴者が正面を向く方向を示す軸とのなす角度で
ある聴者角度を計測する角度計測部と、
　前記角度計測部により得られる聴者角度情報を含む制御情報を発信する制御情報発信部
と、
　前記制御情報を取り込む制御情報受信部と、
　前記制御情報に含まれる聴者角度情報に基づいて前記信号処理部で行う前記信号処理を
制御する制御部と、
を有することを特徴とする超音波スピーカシステム。
【請求項７】
　前記超音波トランスデューサにおける音波放射軸の角度を任意に変更するための角度可
変機構と、
　前記超音波トランスデューサに対する前記聴者の位置である聴者位置を計測する位置計
測部と、
　前記制御情報発信部から発信される制御情報には、前記位置計測部により得られる聴者
位置情報がさらに含まれ、前記聴者位置情報に基づいて超音波トランスデューサの角度を
変更するように前記角度可変機構を駆動制御する角度制御部と、
　をさらに含み、
　前記制御部は前記聴者角度情報と前記聴者位置情報の二つの情報に基づいて前記信号処
理を制御することを特徴とする請求項６に記載の超音波スピーカシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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